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刊地域支え合い情報
東日本大震災・被災者の暮らしを豊かにする

盆踊り大会で交流を育む宮城県石巻市新蛇田地区の住民

東日本大震災の被災者の生活を支援するあなたのための情報紙です。
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● 町内の各戸が気持ちをひとつに減災へ
   福住町町内会（宮城県仙台市宮城野区）
 

● 組織に依存しない「自主防災」で集落守る
    中

な か し ま さ い ぶ

島西部自治振興区（熊本県山都町）
 

● 震災の教訓を生かした地域づくりへ
   大槌町安

あ ん ど

渡町内会（岩手県大槌町）
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☆専門家に聞く地域づくりのヒント
　（大分大学 福祉健康科学部 学部長・教授 衣笠 一茂さん）

2016年10月に迎える本紙発行50号を記念した企画「地域支え合いサロン」
を11 月 5 日（土）に宮城県仙台市で開催します！
16 ページの概要をご覧のうえ、ぜひご参加ください！

「地域支え合い情報」

50 号

記念イベント 

「地域支え合い情報」

50 号

記念イベント 
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よく「災害は忘れた頃にやってくる」と言われます。

いつ、どんな災害に直面するかわかりません。

被害が大きなときほど、公的な救助・支援を早く広く行きわたらせることは難しく、

自分自身や自分の家族、自分の地域を自ら守る姿勢が不可欠です。

まずは個人や家族で備えることがたいせつですが、

災害が起きたら、地域住民で必要な情報を集め、

手を取り合って行動することが一番です。

安心できるところへ避難したり、避難先で一時的に過ごしたりすることを想定して、

住民同士で災害発生時の動き方を共有し、事前に訓練しておけば、

いざというときの不安や負担も一層少なくなるでしょう。

特に、日頃から親睦が深く、人間関係が密な地域では、

災害時でもつながりの強さを武器に、高い対応力を発揮します。

周りの人たちのことを気にかけ、思いやり、力を合わせる自主防災力は、

日頃の暮らしを支える地域力と密接に関わるものです。

自主防災
地域で備える

特　集

東日本大震災直後、ご近所同士で福住町集会所へ向かう
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特集 復興と地域包括ケア

町内の各戸が気持ちをひとつに減災へ
◎福住町町内会（宮城県仙台市宮城野区）

● 災害対策のマニュアル、個人情報の共有をもとに盛大な避難訓練を実施
●町内の外の団体と協定を結び、お互いさまの精神で暮らしを守る

ポイント

東日本大震災直後、ご近所同士で福住町集会所へ向かう

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震

災
発
生
直
後
、
30
分
以
内
に
す

べ
て
の
住
民
の
安
否
確
認
を

完
了
し
た
町
内
会
が
あ
る
。

４
１
２
世
帯
１
１
６
２
人
が
暮

ら
す
、
宮
城
県
仙
台
市
宮
城

野
区
の
福
住
町
町
内
会
だ
。

２
０
０
３
年
か
ら
町
内
会
活
動

と
し
て
災
害
対
策
に
力
を
入
れ

始
め
、
住
民
の
名
簿
や
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
避
難
訓

練
を
実
施
。
他
地
域
の
自
治
会

な
ど
と
協
定
を
結
ん
だ
り
も
し

て
い
て
、
独
特
で
手
堅
い
防
災

の
取
り
組
み
は
、「
仙
台
・
福

住
町
方
式
」
と
呼
ば
れ
、
県
内

外
か
ら
活
動
紹
介
の
講
演
を
依

頼
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

町
内
挙
げ
て
の
災
害
対
策

同
会
で
は
、
毎
年
町
内
各
戸

に
基
本
台
帳
調
査
票
を
配
付

し
、
住
民
の
住
所
、
電
話
番
号
、

年
齢
、
家
族
構
成
な
ど
の
情
報

を
名
簿
に
整
理
し
て
役
員
が
管

理
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
身
体

が
不
自
由
な
人
や
、
高
齢
で
ひ

と
り
暮
ら
し
の
人
な
ど
を
重
要

支
援
者
と
位
置
づ
け
て
、
有
事

の
際
に
避
難
の
手
伝
い
な
ど
で

特
に
気
を
配
る
必
要
が
あ
る
人

を
把
握
し
て
い
る
。

会
で
作
成
し
た
「
防
災
わ
が

ま
ち
福
住
町
自
主
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
に
は
、
避
難
場
所
、
緊

急
時
の
連
絡
先
な
ど
、
災
害
発

生
時
の
動
き
方
に
つ
い
て
ま
と

め
て
あ
る
ほ
か
、
日
常
的
に
各

自
で
用
意
し
て
お
く
べ
き
持
ち

出
し
品
や
会
が
保
有
し
て
い
る

備
品
の
リ
ス
ト
、
過
去
の
大
き

な
震
災
の
被
害
状
況
な
ど
を
記

載
し
て
い
る
。
内
容
が
豊
富
で

50
ペ
ー
ジ
に
及
び
、
各
家
庭
に

配
付
さ
れ
て
い
る
。

年
１
回
開
催
し
て
い
る
防

災
・
避
難
訓
練
で
は
、
名
簿
や

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
も
と
に
、
役
員

ら
が
中
心
と
な
っ
て
町
内
を
ま

わ
り
、
拡
声
器
で
呼
び
か
け
な

が
ら
各
世
帯
の
安
否
確
認
を
行

う
。
救
援
が
不
要
な
住
民
は
ピ

ン
ク
色
の
旗
を
玄
関
な
ど
に
立

て
て
お
く
。
避
難
先
に
集
ま
っ

て
か
ら
相
談
を
し
て
動
く
の
で

は
な
く
、
避
難
先
に
向
か
う
途

中
で
、安
否
確
認
な
ど
を
行
い
、

時
間
を
節
約
す
る
。

一
部
損
壊
・
全
壊
な
ど
の
張

り
紙
や
、
軽
傷
者
・
重
傷
者
の

ゼ
ッ
ケ
ン
を
用
い
て
、
建
て
も

の
や
人
の
被
害
を
想
定
し
た
対

応
も
練
習
す
る
。
張
り
紙
な
ど

を
確
認
後
、
家
屋
や
住
民
の
被

災
状
況
が
本
部
へ
報
告
さ
れ
る

ほ
か
、
授
業
の
一
環
で
参
加
し

て
い
る
地
元
の
市
立
田
子
中
学

特集 地域で備える自主防災

山形県

岩手県秋田県

太平洋

福島県

宮城県
仙台市

宮城野区
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特集 被災地以外の支え合い

校
の
生
徒
が
、
負
傷
者
役
の
住

民
を
車
椅
子
で
本
部
ま
で
移
動

さ
せ
た
り
、
未
就
学
児
の
誘
導

を
し
た
り
す
る
。

本
部
が
置
か
れ
る
の
は
、

町
内
中
央
に
位
置
す
る
福
住

町
公
園
。
20
張
以
上
の
テ
ン

ト
が
並
び
、
消
防
団
や
自
衛

隊
、
防
災
用
品
や
ガ
ス
な
ど

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
扱
う
関

係
業
者
な
ど
が
ブ
ー
ス
を
出

展
す
る
。
災
害
時
に
役
立
つ

備
品
の
展
示
や
、
防
災
の
講

話
や
模
擬
訓
練
な
ど
が
行
わ

れ
、
真
剣
な
場
で
あ
り
な
が

ら
も
に
ぎ
わ
い
が
見
ら
れ
る
。

「
訓
練
も
お
祭
り
み
た
い
に
や

る
の
が
い
い
ん
で
す
」
と
、

住
民
が
よ
り
関
心
を
も
て
る

よ
う
に
町
内
会
長
の
菅
原
康

雄
さ
ん
た
ち
が
工
夫
し
た
結

果
だ
っ
た
。

震
災
で
証
明
さ
れ
る
地
域
力

同
会
が
防
災
活
動
に
取
り
組

む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
会
長

の
菅
原
さ
ん
が
関
東
大
震
災
の

写
真
を
目
に
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
だ
っ
た
。
同
規
模
の
地
震

な
ど
が
自
分
の
地
域
で
起
き
た

ら
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
。

災
害
に
関
す
る
書
籍
な
ど
で
情

報
を
収
集
し
、
た
い
せ
つ
だ
と

思
っ
た
事
柄
を
整
理
。
０
２
年

に
、
独
自
に
防
災
の
た
め
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
。

０
３
年
に
宮
城
県
北
部
連
続

地
震
が
発
生
し
、
周
囲
の
住
民

も
災
害
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
た
頃
、
町
内
会
で
の
防
災
・

減
災
活
動
を
提
案
し
た
。
そ
こ

で
、
自
主
作
成
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
会
に
引
き
継
い
だ
。
災
害
発

生
時
の
安
否
確
認
の
た
め
の
名

簿
を
２
か
月
間
で
つ
く
り
、
毎

年
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、
同
会

役
員
か
ら
「
今
回
の
震
災
は
、

訓
練
の
延
長
線
だ
っ
た
ね
」
と

い
う
声
が
上
が
る
ほ
ど
、
地
域

全
体
で
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
が
で

き
、人
的
被
害
も
少
な
か
っ
た
。

い
つ
も
の
訓
練
と
異
な
っ
た
点

は
、
大
き
な
揺
れ
が
長
く
続
く

な
か
、
名
簿
な
ど
を
持
ち
出
す

余
裕
が
な
か
っ
た
こ
と
。
そ
れ

で
も
、
ご
近
所
同
士
が
顔
を
合

わ
せ
、
声
を
か
け
合
っ
て
安
否

確
認
を
し
な
が
ら
、
無
事
に
避

難
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
訓
練

の
成
果
が
表
れ
た
の
だ
っ
た
。

震
災
前
に
、
重
要
支
援
者
宅

を
主
な
対
象
と
し
て
、
家
具
が

転
倒
し
な
い
よ
う
に
固
定
し
た

り
、
食
器
類
が
棚
か
ら
滑
り
落

ち
な
い
よ
う
に
滑
り
止
め
シ
ー

ト
を
敷
い
た
り
、
ガ
ラ
ス
戸
に

飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
貼
っ
た

り
し
て
、
地
震
が
起
き
て
も
、

安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
住
民

同
士
で
処
置
し
て
回
っ
て
い
た

こ
と
も
効
果
を
発
揮
し
た
。

福
住
町
集
会
所
は
市
の
指
定

避
難
所
で
は
な
い
が
、
有
事
の

際
は
、
会
が
独
自
に
避
難
所
と

し
て
開
設
・
運
営
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
直

後
は
、
約
１
０
０
人
が
避
難
し

て
き
た
。
発
災
後
３
日
間
は
行

政
に
頼
ら
ず
と
も
耐
え
忍
べ
る

よ
う
に
備
え
て
い
た
が
、
協
定

を
結
ん
だ
り
し
て
い
た
、
ほ
か

の
団
体
な
ど
か
ら
も
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
た
。

災
害
時
相
互
協
力
協
定
は
、

０
６
年
に
同
市
花
壇
大
手
町
町

内
会
と
初
め
て
結
び
、
今
年
９

月
で
締
結
先
は
11
組
に
な
っ

た
。
市
内
や
他
県
の
自
治
組
織

な
ど
と
連
携
し
て
、
地
域
で
災

害
が
起
き
た
と
き
に
互
い
に
支

援
す
る
こ
と
が
目
的
だ
が
、
災

害
が
な
い
と
き
に
は
町
内
会
行

事
の
運
営
に
協
力
し
た
り
も
す

る
。
災
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
助
け
て
も
ら
う
こ
と
も
あ

れ
ば
、
助
け
に
行
く
こ
と
も
あ

る
。
自
分
で
自
分
を
助
け
る
自

助
、
地
域
内
で
助
け
合
う
共
助

に
加
え
、
同
会
で
は
、
離
れ
た

人
た
ち
を
助
け
る
こ
と
を
他
助

と
称
し
て
、
減
災
の
た
い
せ
つ

な
要
素
に
挙
げ
て
い
る
。

「
災
害
が
起
き
て
も
、
自
分

た
ち
の
ま
ち
か
ら
、
ひ
と
り
も

犠
牲
者
を
出
さ
な
い
」。
菅
原

さ
ん
は
固
い
決
意
を
語
る
。

町
内
で
は
、ふ
だ
ん
か
ら
家
々

の
様
子
に
注
意
を
配
り
、
配
達

さ
れ
た
新
聞
や
牛
乳
瓶
が
溜

ま
っ
て
い
な
い
か
、
洗
濯
物
が

取
り
込
ま
れ
て
い
る
か
、
電
気

が
点
き
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て
い

な
い
か
な
ど
、
住
民
同
士
で
生

活
を
見
守
る
姿
勢
を
も
つ
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
訓
練
な
ど
が

地
域
内
の
親
密
性
を
高
め
、
互

い
に
関
心
を
も
つ
関
係
性
が
災

害
発
生
時
の
減
災
の
力
に
も
つ

な
が
る
。

福住町町内会

会長　菅原 康雄さん

「自分たちのまちから、ひとりも犠牲者を出さない」

一次避難で福住町集会所に住民が集まった

特集 地域で備える自主防災

清
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組織に依存しない「自主防災」で集落守る

豪雨で崩れた宅地法面。すぐに近隣住民が駆けつけ、被害の拡大を防ぐためのブルーシート
掛けを行った

ポイント
● 住民同士のつながりがあれば、防災や見守りは「組織」や「仕組み」に依存せずに済むこともある。
●「組織」や「仕組み」を新たに立ち上げる場合は、既存の住民同士のつながりや支え合いを壊さないよう配慮する。

今
年
４
月
の
熊
本
地
震
と
、

続
く
６
月
の
豪
雨
に
見
舞
わ
れ

た
熊
本
県
山や

ま
と
ち
ょ
う

都
町
。

同
町
中な

か
し
ま
さ
い
ぶ

島
西
部
地
区
で
は
、

こ
れ
ら
の
災
害
時
、
住
民
が
協

力
し
合
っ
て
高
齢
者
ら
の
避
難

誘
導
、
避
難
所
で
の
炊
き
出

し
、
危
険
個
所
の
土
砂
撤
去
や

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
掛
け
な
ど
に
当

た
っ
た
。
自
主
防
災
組
織
に
よ

る
活
動
で
は
な
い
。
住
民
が
自

発
的
に
判
断
、
行
動
し
た
。

マ
ッ
プ
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
不
要

「
水
路
が
あ
ふ
れ
た
と
か
、

宅
地
の
法
面
が
崩
れ
た
と
か
、

何
か
あ
る
と
自
然
に
人
が
集

ま
っ
て
対
策
を
し
ま
す
。
危
な

い
と
こ
ろ
が
あ
る
、
困
っ
て
い

る
人
が
い
る
と
な
る
と
、
手
助

け
を
し
よ
う
と
近
所
の
人
た
ち

が
駆
け
つ
け
る
ん
で
す
」

住
民
自
治
組
織
「
中
島
西
部

自
治
振
興
区
」
の
会
長
、
歌
野

隆
一
さ
ん
（
61
歳
）
は
、
地
震

と
豪
雨
を
振
り
返
っ
て
語
る
。

「
ど
こ
に
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
が
い
る
か
、
ど
こ
に
手

助
け
が
必
要
な
人
が
い
る
か
、

み
ん
な
普
段
の
近
所
づ
き
合
い

で
知
っ
て
い
ま
す
。
誰
が
誰
の

安
否
を
確
認
し
、
避
難
所
に
連

れ
て
い
く
か
は
、
住
民
関
係
で

自
然
に
決
ま
り
ま
す
。
昔
な
が

ら
の
つ
な
が
り
が
、
ま
だ
残
っ

て
い
る
ん
で
す
よ
」

地
震
発
生
後
、
区
内
５
か
所

の
公
民
館
に
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
ら
が
一
時
身
を
寄
せ
た
。

地
区
の
基
幹
公
民
館
に
当
た

る
町
公
民
館
中
島
西
部
支
館

（
＝
中
島
西
部
地
区
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
）
に
は
、
最
大
約
30

人
が
避
難
。
支
館
長
の
渡
邊
次

雄
さ
ん
（
68
歳
）
が
炊
き
出
し

の
実
施
を
決
め
、
近
隣
に
協
力

を
呼
び
か
け
る
と
、
食
材
も
人

手
も
す
ぐ
に
集
ま
っ
た
。

「
特
に
年
配
の
人
が
多
く
駆

け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
過
去

の
経
験
か
ら
何
が
必
要
で
、
自

分
に
何
が
で
き
る
か
、
よ
く

知
っ
て
い
ま
す
ね
」
と
渡
邊
さ

ん
。
豪
雨
の
と
き
は
、「
水
路

の
土
砂
撤
去
の
現
場
で
80
歳
近

い
人
の
姿
さ
え
見
か
け
た
」
と

い
う
。

同
地
区
で
は
10
年
ほ
ど
前
、

65
歳
以
下
の
消
防
団
Ｏ
Ｂ
で

「
防
災
部
」
を
立
ち
上
げ
た
。

部
員
は
現
在
約
30
人
。
町
認
定

の
自
主
防
災
組
織
と
し
て
定
期

的
に
訓
練
な
ど
を
行
い
、
非
常

時
に
備
え
る
。
し
か
し
、
今
回

の
地
震
と
豪
雨
で
は
防
災
部
は

活
動
し
て
い
な
い
。
歌
野
さ
ん

や
防
災
担
当
役
員
が
、
地
区
内

◎中
な か し ま さ い ぶ

島西部自治振興区（熊本県山都町）

宮崎県

大分県

福岡県

佐賀県

鹿児島県

熊本県
山都町

長崎県

特集 地域で備える自主防災



6月刊 地域支え合い情報　VOL.49　2016.9

特集 ラジオ体操が生み出す健康と交流

「どこに手助けが必要な人がいるか、
　　　　　みんな普段の近所づき合いで知っている」

の
被
災
状
況
を
確
認
し
、
あ
え

て
部
員
の
招
集
を
見
送
っ
た
。

部
員
た
ち
は
一
住
民
と
し
て
防

災
活
動
や
避
難
者
支
援
に
当

た
っ
た
。

人
口
減
、
高
齢
化
に
危
機
感
も

同
町
の
被
害
状
況
を
見
る

と
、
４
月
14
日
と
16
日
の
熊
本

地
震
で
は
、
町
内
で
そ
れ
ぞ
れ

震
度
５
強
、
６
弱
を
観
測
。
住

宅
の
全
半
壊
は
２
１
８
戸
。

ピ
ー
ク
時
２
１
７
９
人
が
指
定

避
難
所
な
ど
へ
避
難
し
た
（
車

中
避
難
者
除
く
）。

６
月
20
～
21
日
の
豪
雨
で

は
、
土
砂
崩
れ
や
河
川
の
氾
濫

で
住
宅
９
棟
が
全
壊
。
床
上
・

床
下
浸
水
は
37
戸
で
、
最
大
56

人
が
避
難
所
な
ど
に
一
時
避
難

し
た
。

い
ず
れ
も
、
水
道
や
電
気
が

途
絶
し
、
道
路
の
通
行
止
め
も

相
次
ぐ
な
ど
、
住
民
生
活
に
大

き
な
影
響
が
あ
っ
た
も
の
の
、

人
的
被
害
は
な
か
っ
た
。
地
震

被
害
が
集
中
し
、
多
数
の
犠
牲

者
を
出
し
た
益
城
町
な
ど
近
隣

市
町
村
と
比
べ
れ
ば
、
被
災
の

程
度
は
軽
い
。
住
民
が
自
ら
の

安
全
を
確
保
し
た
う
え
で
、
防

災
や
避
難
者
の
救
援
な
ど
に
当

た
る
余
地
も
、
そ
れ
だ
け
大
き

か
っ
た
と
言
え
る
。

中
島
西
部
の
よ
う
に
住
民
同

士
の
つ
な
が
り
が
強
い
地
域

は
、
地
区
公
民
館
な
ど
を
拠
点

に
小
集
落
単
位
で
住
民
主
体
の

防
災
、
救
援
を
行
う
ほ
う
が
、

組
織
を
動
か
す
よ
り
効
率
的
に

人
手
や
食
料
、
資
材
を
行
き
渡

ら
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

災
害
時
の
支
え
合
い
が
、
住
民

関
係
を
さ
ら
に
良
く
す
る
好
循

環
も
期
待
で
き
る
。

た
だ
、
歌
野
さ
ん
は
、「
今

後
人
口
減
と
高
齢
化
が
進
み
、

地
域
防
災
の
担
い
手
が
少
な
く

な
る
で
し
ょ
う
」
と
懸
念
を
示

す
。「
今
後
は
組
織
の
力
も
重

要
に
な
り
ま
す
。自
治
振
興
区
、

防
災
部
、
消
防
団
な
ど
の
横
の

連
絡
網
を
強
化
し
、
地
震
を
想

定
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
つ

く
り
た
い
」。

つ
な
が
り
壊
さ
な
い
仕
組
み
を

高
齢
化
対
策
で
は
、
防
災
部

員
の
年
齢
制
限
を
現
在
の
65
歳

か
ら
70
歳
程
度
ま
で
引
き
上

げ
、
元
気
な
高
齢
者
を
担
い
手

と
す
る
こ
と
を
検
討
中
だ
。

ひ
と
り
暮
ら
し
や
日
中
ひ
と

り
暮
ら
し
状
態
の
高
齢
者
対
応

と
し
て
は
、
緊
急
連
絡
先
や
か

か
り
つ
け
医
、
服
薬
情
報
な
ど

を
メ
モ
し
て
決
ま
っ
た
場
所
に

置
い
て
お
く
、
い
わ
ゆ
る
「
安

心
カ
ー
ド
」
事
業
を
年
度
内
に

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。
高
齢
者
の

見
守
り
は
日
常
の
近
所
づ
き
合

い
の
な
か
で
相
当
カ
バ
ー
で
き

て
い
る
が
、「
何
か
あ
っ
た
と

き
、
外
に
勤
め
に
出
て
い
る
息

子
や
娘
の
連
絡
先
が
わ
か
ら
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
」（
歌
野

さ
ん
）。

安
心
カ
ー
ド
事
業
は
、
昨
年

度
の
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
同

地
区
住
民
と
の
懇
談
会
の
テ
ー

マ
の
ひ
と
つ
で
、
地
震
前
に
導

入
の
方
向
性
が
固
ま
っ
て
い
た
。

同
地
区
を
担
当
す
る
町
社
協

矢
部
支
部
の
歌
野
智
恵
美
支
部

長
は
、「
防
災
も
高
齢
者
の
見
守

り
も
、
突
き
詰
め
れ
ば
住
民
同

士
の
関
係
性
、
近
所
づ
き
合
い

に
行
き
着
く
。
つ
な
が
り
が
な

い
と
こ
ろ
で
は
、
支
え
合
い
も

で
き
ま
せ
ん
」
と
指
摘
。
そ
の

う
え
で
「
こ
の
町
は
、
高
齢
者

を
中
心
に
昔
な
が
ら
の
近
所
づ

き
合
い
が
比
較
的
保
た
れ
て
い

ま
す
。
新
た
な
組
織
や
仕
組
み

を
つ
く
る
際
は
、
そ
の
関
係
性

や
草
の
根
の
支
え
合
い
を
壊
さ

な
い
よ
う
に
し
た
い
」
と
話
す
。

つ
な
が
り
を
生
か
す
。
な
け

れ
ば
、
育
む
。
そ
れ
が
地
域
づ

く
り
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。

特集 災害公営住宅の住民力

中島西部地区の集落のひとつ「山中集落」

木

中島西部自治振興区

会長　歌野 隆一さん

DATA

熊本県山
やまとちょう

都町・中
な か し ま さ い ぶ

島西部自治振興区
山都町は２００５年２月、旧矢

や べ ま ち
部町・清

せ い わ そ ん
和村・蘇

そ よ う ま ち
陽町が合併し誕生。総面積約５.４万ヘク

タールのうち 72％が山林。中山間地に多くの小集落が点在する。標高３００～７００メート
ルの準高冷地で、お茶、ゆず、ブルーベリーなどの栽培が盛ん。合併後、新たな住民自治
組織として 28 の「自治振興区」が設立された。従来の「行政区」と並立し、地区割りでこ
れを複数包含する場合と、同一の場合とがある。中島西部自治振興区は町の北西端に位置
し、地区割りは「北中島第一」行政区と同じ。区内の人口、高齢化率は２６４人（１０３世帯）、
41.７％。町全体では１万５９７４人（６６５０世帯）、43.６％（７月１日時点）。なお、町内の
自主防災組織は 19 自治振興区で設立済み（同日時点）。

震災の教訓を生かした地域づくりへ

特集 地域で備える自主防災
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特集 エンタメだョ！　全員集合

2016 年 3 月避難訓練の様子

◎大槌町安渡町内会（岩手県大槌町）

ポイント

●地域の経験をもとに訓練・検証を繰り返し、防災力をより高いものに

震災の教訓を生かした地域づくりへ
ライター：元持幸子

岩
手
県
大
槌
町
の
安あ
ん
ど渡
地

区
は
、
昔
か
ら
水
産
加
工
な
ど

を
生
業
と
し
、
津
波
襲
来
の
歴

史
を
も
つ
海
辺
の
集
落
だ
。
東

日
大
震
災
で
は
、
同
地
区
住
民

２
１
８
人（
同
町
の
人
口
の
１
割

以
上
に
あ
た
る
犠
牲
者
数
）、
地

区
全
域
の
工
場
や
家
屋
５
６
３

世
帯
が
被
害
を
受
け
た
。
震

災
か
ら
５
年
が
経
過
し
た
現
在

も
、
住
民
の
多
く
は
、
町
内
外

の
仮
設
住
宅
に
暮
ら
し
て
い
る
。

思
わ
ぬ
事
態
と
実
態
の
検
証

「
防
災
意
識
の
高
い
地
域
だ
っ

た
安
渡
地
区
で
、
こ
れ
ほ
ど
の

犠
牲
者
が
出
て
し
ま
っ
た
と
い
う

こ
と
は
・
・
・
」。
要
援
護
者
・

高
齢
者
、
さ
ら
に
避
難
誘
導
を

し
て
い
る
人
た
ち
も
犠
牲
と
な
っ

た
。
住
民
の
多
く
が
、
こ
れ
ま

で
の
防
災
の
計
画
や
避
難
方
法

な
ど
を
検
討
す
る
必
要
性
を
感

じ
、
１
２
年
６
月
に
検
討
委
員

会
を
設
置
。
震
災
の
犠
牲
者
の

検
証
と
自
主
防
災
計
画
の
検
討

を
何
度
も
重
ね
、１
３
年
４
月
、

当
会
が
ま
と
め
た
地
区
防
災
計

画
案
を
町
に
提
案
し
た
。「
自

然
災
害
に
油
断
せ
ず
、３
・
１
１

の
教
訓
を
次
世
代
に
継
承
し
、

地
域
防
災
力
の
向
上
を
肝
に
銘

じ
る
も
の
で
あ
る
」
と
、
地
域

住
民
の
強
い
思
い
が
文
面
に
記

載
さ
れ
て
い
る
。

地
区
の
防
災
訓
練
の
再
開
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

検
証

地
区
防
災
計
画
の
策
定
後
、

１
５
年
と
１
６
年
の
３
月
に
、
安

渡
地
区
と
大
槌
町
・
消
防
署
・

警
察
署
等
が
協
力
し
て
合
同
防

災
訓
練
を
実
施
。
町
内
各
地
の

仮
設
住
宅
に
暮
ら
す
安
渡
住
民

も
集
ま
り
、
約
４
０
０
人
が
訓

練
に
参
加
し
た
。
住
民
に
よ
る

災
害
対
策
本
部
の
設
置
、
徒
歩

で
の
避
難
、
車
で
の
避
難
、
要

介
護
者
の
搬
送
、
だ
だ
を
こ
ね

て
避
難
を
拒
否
す
る
人
へ
の
対

応
と
いっ
た
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を

想
定
し
て
訓
練
を
行
い
、
そ
の

あ
と
の
検
証
会
議
で
振
り
返
る
。

避
難
用
の
車
椅
子
や
リ
ア

カ
ー
で
の
移
動
時
、
坂
道
を
高

齢
者
で
も
引
け
る
の
か
、
リ
ア

カ
ー
の
重
さ
や
誘
導
経
路
な
ど

実
際
の
場
面
を
想
定
し
な
が
ら

進
め
て
い
る
。
リ
ア
カ
ー
設
置
場

所
の
選
定
や
車
で
の
誘
導
方
法

な
ど
、
要
援
護
者
と
介
助
者
が

実
際
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
双

方
向
の
現
状
に
合
わ
せ
た
方
法

の
検
証
を
行
う
な
ど
マ
ニュ
ア
ル

を
補
う
よ
う
に
実
践
検
証
を
進

め
て
いっ
た
。

秋田県

青森県

宮城県

太平洋

山形県

岩手県
大槌町

特集 地域で備える自主防災
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専門家に聞く地域づくりの
ヒント

地域の自主防災活動をとお
した

住民の主体性づくり

　「援助漬け」。ある被災地の社会福祉協議会で耳にした、非常
にショッキングな言葉でした。住宅、食料、そして経済的援助
までを「公」に頼ってしまった結果、住民の皆さんが自分たち
自身の手で地域社会をもう一度復興させてゆこう、という地域
の主体性が失われ、行政をはじめとする「他者からの援助頼み」
になってしまっている現状があるというのです。
　私は、地域づくりには単に人々が生きているだけの「生存」
だけではなく、「生きていく」という、いきいきとした主体性を
もった「生活」の視点が不可欠だと考えています。その意味に
おいて、この 3 つの事例は「生活」の基礎となる地域住民の皆
さんの主体性の涵養を、「防災」への取り組みをとおして実現し
ていくことができた実践として理解することができるでしょう。
　まず、福住町町内会の事例で特徴的なのは、地域にきめ細や
かなネットワークを構築してゆく「リーダー」となる人材がい
た、ということです。地域ネットワークを「防災」のように目
的論的に構築しようとする場合、その内容を理解した「リーダー」
が地域住民を「巻き込んでゆく（involvement）」ような取り組
みが有効です。福住町の事例では、地域のリーダーの思い・取
り組みが地域社会全体へと波及しつつ、さまざまな住民の関わ
り合いが構築されていったさまが見てとれます。「互いに関心を
もつ関係性」とは、まさにこの町の関わり合いのあり方を示す
象徴的な言葉と言えるでしょう。

　次に、中島西部自治振興区の事例は、「住民の自主性」が顕著
に表れた例であると思います。マニュアルや組織に頼るのでは
なく、「昔ながらの地縁に依拠した防災活動が有効である」こと
は、さまざまな災害においても言われてきたことではあります
が、このように小規模集落の場合には、ある意味では「型には
まった」マニュアル通りに行動するのではなく、住民が自ら考
え、そして行動することが有効であることが理解されます。ただ、
そのような「関係性」をいかに維持してゆくか、人口減少と高
齢化に悩む地域の現状から、新しい課題も提起されている事例
として理解することが肝要だと考えます。
　最後に、岩手県大槌町安渡町内会の事例では、東日本大震災
で大きな犠牲を出しながら、その経験から地域住民相互の「関
係性」の重要性への気づきがあります。いくら綿密な防災計画
やマニュアルを作成しても、実際の災害時に必要なのは「住民
相互の関係性」であることが強調されています。
　そして、この「住民相互の関係性」のあり方を、「生活の視点」に
基づいて構築してゆくことが、「災害に強い地域」、ひいては「援助漬
け」にならない「主体性をもった地域」をつくってゆくことにつな
がるものであると考えます。「人と人とのつながり＝関係性のあり方」
が生活の基礎であり、そしてその関わり合いのなかから地域住民の
主体性を育んでゆくような、そんな防災組織のあり方が求められて
いることを、この 3 つの事例は示しているのではないでしょうか。

1966 年滋賀県生まれ。社会福祉法人聖徳園在宅介護支援センターソー
シャルワーカー、西南女学院大学保健福祉学部助手、九州看護福祉大学看
護福祉学部助教授を経て、2003 年 4 月より大分大学教育福祉科学部・大
学院福祉社会科学研究科准教授。2011 年 4 月より同教授、2016 年 4 月
より、新設の同大学福祉健康科学部長に就任。専門は社会福祉理論・思想、
ソーシャルワーク論、地域福祉論。著書に『ソーシャルワークにおける「価値」
と「原理」～実践の科学化の論理構造』（ミネルヴァ書房、2015 年）など。

大分大学 福祉健康科学部 学部長・教授

衣笠 一茂（きぬがさ・かずしげ）さん

特集 地域で備える自主防災

DATA

安渡町内会

安渡町内会長：佐々木慶一
公民館安渡分館（応急仮設）
岩手県大槌町安渡 2 丁目4 付近
TEL 0193-42-3556

町内会長の佐々木慶一さん

震
災
に
強
い

　
　
　

地
域
づ
く
り
に
向
け
て

「
人
と
人
の
関
係
性
が
密
な

地
域
ほ
ど
、
気
に
か
け
て
い
る

人
や
避
難
時
に
サ
ポ
ー
ト
が
必

要
な
人
た
ち
に
手
を
貸
し
、
い

ざ
と
い
う
時
、
と
も
に
避
難
し

よ
う
と
す
る
で
し
ょ
う
」
と
、

会
長
の
佐
々
木
慶
一
さ
ん
（
55

歳
）。
住
民
が
率
先
し
て
地
域

活
動
を
行
う
結
束
力
の
良
さ
を

生
か
し
、
と
も
に
命
を
守
る
こ

と
を
た
い
せ
つ
に
し
て
い
く
地
域

防
災
の
構
築
を
こ
れ
か
ら
も
進

め
な
が
ら
、
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
町
や
消
防
署
と
の

合
同
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い

く
こ
と
で
、
防
災
の
ハ
ー
ド
面
の

改
善
や
避
難
誘
導
情
報
経
路
な

ど
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

１
７
年
１
月
の
利
用
開
始
を
目

指
す
、
安
渡
地
区
公
民
館
・
避

難
ホ
ー
ル
の
建
設
も
進
み
、
新

た
な
安
渡
地
区
の
区
画
整
備
に

も
よ
い
働
き
か
け
と
な
って
い
る
。

「
机
上
の
計
画
案
で
は
、

実
際
に
命
を
守
れ
な
い
。
実

践
検
証
し
、
地
域
住
民
へ
の

意
識
づ
け
と
行
動
が
伴
う
よ

う
に
し
て
い
く
こ
と
が
た
い

せ
つ
で
す
」
と
、
防
災
意
識

を
高
め
る
取
り
組
み
を
語
る

佐
々
木
さ
ん
。
今
後
も
実
践

を
と
お
し
て
、
地
域
の
防
災

力
を
育
み
、
地
区
防
災
計
画

の
見
直
し
を
進
め
て
い
く
。

今
後
暮
ら
し
て
い
く
地
域
が
、

緊
急
時
に
多
様
な
方
法
で
命

を
つ
な
ぐ
手
段
を
も
ち
合
わ

せ
る
こ
と
は
、
震
災
に
強
い

地
域
社
会
を
つ
く
る
こ
と
に

つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
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仮
設
住
宅
で
で
き
た
つ
な
が
り
を

復
興
公
営
住
宅
へ
維
持
す
る
目
的
で
、

勉
強
会
を
開
い
て
き
ま
し
た
。
勉
強

会
で
は
、
住
民
同
士
で
復
興
公
営
住

宅
の
理
想
型
に
つ
い
て
意
見
を
出
し

合
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
づ

く
り
で
成
功
例
と
さ
れ
る
地
区
の
方

に
お
話
を
伺
っ
た
り
、
現
地
に
視
察

に
行
か
せ
て
い
た
だ
い
た
り
も
し
て
、

「
地
域
の
つ
な
が
り
を
ど
う
つ
く
っ
て

い
く
か
」、「
将
来
復
興
公
営
住
宅
で

ど
ん
な
問
題
が
起
こ
る
の
か
」
と
い

う
点
か
ら
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

を
考
え
て
き
ま
し
た
。
勉
強
会
以
外

に
は
、
仙
台
市
全
体
で
復
興
公
営
住

宅
が
不
足
し
て
い
た
の
で
、
増
築
を

求
め
る
署
名
運
動
を
行
い
ま
し
た
。

２
０
１
２
年
８
月
に
は
4
3
0
0
筆

の
署
名
を
市
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
、
仮
設
住
宅
の
住
民
に
意
向

調
査
も
行
って
き
ま
し
た
。

１
５
年
に
は
、
集
団
で
入
居
の
申

し
込
み
が
で
き
る
「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
入

居
枠
」
を
利
用
し
て
、
希
望
者
全

員
が
同
復
興
公
営
住
宅
に
入
居
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
考
え
る
会
は

当
初
の
目
的
を
達
成
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
、
あ
す
と
長
町
復
興
公

営
住
宅
全
体
の
3
2
6
世
帯
の
つ
な

が
り
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
今
秋
に
は一度
同
会

を
解
散
し
、
発
展
形
と
な
る
N
P
O

法
人
「
つ
な
が
り
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）」
を
設
立
予
定
で
す
。
3

つ
の
あ
す
と
長
町
復
興
公
営
住
宅
を

ゆ
る
や
か
に
つ
な
ぐ
組
織
に
で
き
た
ら

い
い
で
す
ね
。
震
災
か
ら
5
年
が
経

ち
、
活
動
に
終
止
符
を
打
つ
団
体
も

増
え
る
な
か
、
私
た
ち
は
あ
え
て
活

動
を
活
性
化
し
て
い
く
こ
と
に
意
義

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

復
興
公
営
住
宅
に
い
て
良
か
っ
た
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
居
場
所
や

活
動
を
つ
く
り
た
い
で
す
。（
談
）

宮
城
県
仙
台
市
太
白
区
◎
あ
す
と
長
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
築
を
考
え
る
会 

代
表
　
飯
塚 

正
広
さ
ん

14

つながり構築支援

飯塚正広さんは、東日本大震災の余震で被災した経験をもつ。あすと長町仮設住宅に入居後、同
自治会の自治会長を務める傍ら、２０１２年に「あすと長町コミュニティ構築を考える会」を設
立。考える会では、同仮設住宅の住民を中心に、専門家や大学生も交え、勉強会を開催してきた。
復興公営住宅への転居後も活動は継続。現在、一緒に入居したほかの仮設住宅出身の住民や、地
域の人も勉強会の輪に加わっている。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
あ
の
人
に
会
い
た
い

つ
な
が
り
に
思
い
を
馳
せ
て

あすと長町コミュニティ構築を考える会　代表　飯塚正広さん（55）

太平洋

山形県

福島県

宮城県
仙台市
太白区

9
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宮城県
岩手県
住田町

木造戸建ての仮設住宅

岩
手
県
住
田
町

岩
手
県
東
南
部
に
位
置
す
る

住
田
町
は
、人
口
が
５
８
７
０

人
、高
齢
化
率
が
41
・
2
％（
２
０

１
６
年
７
月
末
時
点
）。
隣
接

す
る
大
船
渡
市
と
陸
前
高
田

市
、
住
田
町
は
「
気
仙
地
域
」

と
呼
ば
れ
、
藩
政
時
代
か
ら
深

い
つ
な
が
り
が
あ
り
、
町
は
内

陸
と
沿
岸
を
結
ぶ
交
通
の
要

所
と
し
て
栄
え
た
。
東
日
本
大

震
災
で
は
町
内
に
大
き
な
被

害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
津
波

被
害
を
受
け
た
大
船
渡
市
や

陸
前
高
田
市
な
ど
の
た
め
に

支
援
活
動
を
行
い
、
沿
岸
部
か

ら
の
避
難
者
を
受
け
入
れ
た
。

ま
た
、
ど
こ
よ
り
も
早
く
町
単

独
で
木
造
戸
建
て
の
仮
設
住

宅
を
建
設
し
た
こ
と
も
記
憶

に
新
し
い
。
町
や
民
間
団
体
が

協
働
し
て
、
仮
設
住
宅
入
居
者

の
生
活
を
支
え
る
。

さ
ら
に
町
は
、
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
目
指

し
、
気
軽
に
寄
り
合
え
る
居

場
所
づ
く
り
を
精
力
的
に
展

開
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

佐
々
木
祐
未
さ
ん
は
話
す
。
震

災
か
ら
３
日
後
、
先
駆
け
て
木

造
仮
設
住
宅
の
建
設
に
踏
み

切
り
、
町
有
地
３
か
所
に
計
93

戸
を
建
設
。
同
年
５
月
末
ま
で

に
２
６
１
人
が
入
居
し
た
。
入

居
者
は
す
べ
て
町
外
出
身
で
、

８
割
が
陸
前
高
田
市
で
あ
る
。

１
棟
あ
た
り
の
建
設
費
用
は

約
３
５
０
万
円
。

こ
の
仮
設
住
宅
は
、
木
造
で

あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
一
戸
建

て
と
い
う
特
色
が
あ
る
。
従
来

（
１
か
所
、
町
直
営
）
と
町
社

会
福
祉
協
議
会
が
連
携
し
て
、

住
民
交
流
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
る
。

木
造
戸
建
て
の
仮
設
住
宅

被
災
者
支
援
に
お
い
て
特

筆
す
べ
き
は
、「
隣
町
の
窮
状

を
放
っ
て
は
お
け
な
い
」
と

考
え
た
町
長
の
専
決
処
分
に

よ
り
、
木
造
の
仮
設
住
宅
を

い
ち
早
く
建
設
し
た
こ
と
だ
。

町
の
面
積
の
９
割
を
占
め
る

森
林
資
源
と
木
材
加
工
技
術

を
活
か
し
、「
森
林
・
林
業
日

本
一
の
町
」
を
目
指
す
住
田
町

で
は
、
以
前
よ
り
地
元
の
木
材

を
活
か
し
た
、
は
め
込
む
だ
け

の
パ
ネ
ル
工
法
の
仮
設
住
宅

を
検
討
し
て
い
た
。「
東
日
本

大
震
災
が
発
災
し
た
の
は
、
国

へ
提
案
す
る
た
め
の
図
面
や

仕
様
が
7
割
方
完
成
し
て
い

た
矢
先
の
こ
と
だ
っ
た
」
と
、

町
企
画
財
政
課
政
策
推
進
係

兼
震
災
復
興
支
援
室
の
主
事
、

まちの仕組み
岩手県住田町

38

被
災
者
支
援
か
ら
、

「
よ
り
あ
い
カ
フ
ェ
」で
広
ま
る
地
域
包
括
ケ
ア

の
プ
レ
ハ
ブ
長
屋
造
り
の
仮

設
住
宅
と
は
異
な
り
、
木
の
ぬ

く
も
り
の
あ
る
外
観
で
、
室
内

は
調
湿
性
に
優
れ
、
住
宅
と
住

宅
の
間
に
２
m
の
ス
ペ
ー
ス

が
設
け
て
あ
っ
て
隣
家
の
音

が
気
に
な
ら
ず
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
が
守
ら
れ
る
と
い
う
利

点
が
あ
る
。
実
際
、
12
年
12
月

に
町
と
支
援
団
体
「
邑ゆ

う

サ
ポ
ー

ト
」
が
実
施
し
た
入
居
者
対
象

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
騒

音
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保

に
関
し
て
、
６
～
７
割
の
入
居

者
が
「
満
足
し
て
い
る
」
と
評

価
し
た
。

仮
設
住
宅
へ
の
支
援

仮
設
住
宅
へ
の
支
援
は
、
町

震
災
復
興
支
援
室
を
中
心
に
、

保
健
福
祉
課
お
よ
び
町
社
会

福
祉
協
議
会
の
生
活
支
援
相

談
員
、
民
生
・
児
童
委
員
、
教

育
委
員
会
、
邑
サ
ポ
ー
ト
が
連

携
し
て
担
っ
て
い
る
。
生
活
支

援
相
談
員
は
３
人
配
置
さ
れ
、

仮
設
住
宅
や
借
上
げ
賃
貸
住

宅
（
み
な
し
仮
設
）
へ
の
戸
別

訪
問
や
相
談
対
応
を
行
う
と

と
も
に
、
イ
ベ
ン
ト
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
活
動
に
も

関
わ
っ
て
い
る
。
邑
サ
ポ
ー
ト

は
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
、

自
治
会
の
サ
ポ
ー
ト
、
支
援
団

体
の
全
体
調
整
、
仮
設
住
宅
の

活
動
を
伝
え
る
新
聞
の
発
行

を
行
う
。
仮
設
住
宅
に
隣
接
す

る
公
民
館
や
地
域
住
民
も
、
お

茶
会
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
と 仮設住宅等支援連絡会の様子
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お
し
て
仮
設
住
宅
の
入
居
者

の
暮
ら
し
を
支
え
て
お
り
、
交

流
が
盛
ん
だ
。
３
か
所
の
仮
設

住
宅
合
同
の
料
理
教
室
な
ど

も
行
わ
れ
て
い
る
。

町
で
は
、
関
係
者
が
一
堂
に

会
す
る
「
仮
設
住
宅
等
支
援
連

絡
会
」
を
月
１
回
開
催
し
、
情

報
を
共
有
し
て
、
今
後
の
活
動

方
針
を
話
し
合
っ
て
い
る
。

現
在
、
仮
設
住
宅
に
は
30
世

帯
、
約
70
人
が
住
む
。
借
上
げ

賃
貸
住
宅
（
み
な
し
仮
設
）
は
、

99
世
帯
か
ら
４
世
帯
に
減
っ

た
。
退
去
し
た
人
の
う
ち
、
半

数
は
自
宅
を
再
建
し
、
半
数

が
災
害
公
営
住
宅
に
転
居
し

た
。
多
く
が
町
外
の
出
身
地
に

戻
っ
た
が
、
数
世
帯
は
住
田
町

を
気
に
入
り
そ
の
ま
ま
移
住

す
る
こ
と
を
決
め
た
。

な
お
、
パ
ネ
ル
工
法
の
仮

設
住
宅
は
再
利
用
が
可
能
で
、

町
は
２
０
１
４
年
よ
り
希
望

す
る
入
居
者
に
１
棟
３
万
円

で
払
い
下
げ
て
い
る
。
別
の

土
地
に
立
て
直
す
の
が
条
件

で
、
エ
ア
コ
ン
な
ど
室
内

外
の
備
品
も
一
緒
に
払
い
下

げ
、
移
築
に
か
か
る
費
用
（
約

１
０
０
万
円
）
は
自
己
負
担

と
な
る
。
こ
れ
ま
で
に
３
棟

を
希
望
者
に
払
い
下
げ
た
。

よ
り
あ
い
カ
フ
ェ
事
業

い
ま
町
が
力
を
注
ぐ
の
が
、

住
田
町
な
ら
で
は
の
地
域
包
括

ケ
ア
の
構
築
だ
。
そ
の
一
歩
と

し
て
、
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
町
社
会
福
祉
協
議
会
は

２
０
１
５
年
度
か
ら
、
住
民
の

交
流
や
居
場
所
づ
く
り
を
目
的

と
し
た
「
よ
り
あ
い
カ
フ
ェ
」

事
業
を
す
す
め
て
い
る
。
誰
も

が
気
兼
ね
な
く
寄
り
合
え
る
場

所
を
町
内
に
設
置
し
て
、
生
き

が
い
づ
く
り
と
社
会
参
加
、
介

護
予
防
を
促
す
ね
ら
い
だ
。
こ

れ
ま
で
も
町
内
に
21
か
所
あ
る

自
治
公
民
館
で
は
、
民
生
委
員

を
中
心
に「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」

が
年
１
～
５
回
ほ
ど
運
営
さ

れ
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
地
域
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
も
年
８
回
開
催
さ
れ
て
き
た

が
、
そ
れ
よ
り
も
「
カ
フ
ェ
」

は
開
催
頻
度
が
高
く
、
開
催
時

間
中
は
出
入
り
が
自
由
と
い
う

点
が
異
な
る
。

カ
フ
ェ
に
は
、
事
業
の
モ
デ

ル
と
な
る
「
中
心
型
」
と
、
小

地
域
単
位
に
設
置
す
る
「
地
域

型
」の
２
種
類
が
あ
る
。
現
在
、

中
心
型
は
「
し
ょ
う
わ
ば
し
」

と
「
あ
ん
る
す
」
の
２
か
所
だ
。

目
の
前
の
気
仙
川
に
か
か
る

昭
和
橋
か
ら
名
づ
け
た
「
し
ょ

う
わ
ば
し
」
は
、
世せ

た
ま
い

田
米
商
店

街
内
の
空
き
店
舗
を
改
修
し

て
、
２
０
１
５
年
６
月
に
開

設
し
た
。
毎
週
火
曜
日
の
９

時
か
ら
16
時
に
オ
ー
プ
ン
し

て
お
り
、
利
用
は
無
料
。
認

知
症
地
域
支
援
推
進
員
（
２

人
）
と
町
社
協
（
１
人
）、
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
３
人
）

が
常
駐
す
る
。
邑
サ
ポ
ー
ト

が
広
報
を
担
い
、
赤
ち
ゃ
ん

連
れ
の
母
親
か
ら
小
学
生
、

高
齢
者
ま
で
毎
回
30
人
ほ
ど

の
参
加
が
あ
る
。
地
元
で
活

動
が
停
滞
し
て
い
た
将
棋
ク

ラ
ブ
の
男
性
メ
ン
バ
ー
も
集

ま
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

食
事
は
持
込
み
可
能
で
、
商

店
街
か
ら
出
前
を
と
っ
て
楽

し
む
女
性
グ
ル
ー
プ
も
あ
る
。

お
花
見
会
や
絵
手
紙
教
室
な

ど
月
１
回
の
イ
ベ
ン
ト
時
に

は
、
倍
の
60
人
が
訪
れ
る
。

町
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係
・

保
健
師
長
の
鈴
木
一
美
さ
ん

は
、「
こ
こ
は
特
技
を
も
っ
た

人
が
講
師
役
に
な
っ
た
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
も
っ
て

活
躍
す
る
場
」
と
微
笑
む
。

地
域
型
は
町
内
５
地
区
の

う
ち
、
世せ

た
ま
い

田
米
・
上か
み
あ
り
す

有
住
・

下し
も
あ
り
す

有
住
地
区
に
、
計
12
か
所
あ

る
。
製
材
所
の
一
角
に
周
辺

の
10
世
帯
が
集
う
「
み
っ
ち
ゃ

ん
カ
フ
ェ
」
や
、
種
鮎
売
り

場
の
狭
い
ス
ペ
ー
ス
に
寄
り

合
う
「
ね
む
の
木
カ
フ
ェ
」、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅

で
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む
「
か

じ
や
ち
ゃ
ん
」
な
ど
、
地
域
の

特
性
を
活
か
し
た
自
由
な
発

想
の
カ
フ
ェ
が
目
立
つ
。
町
社

協
が
運
営
費
を
助
成
し
て
お

り
、
月
１
回
以
上
、
通
年
で
カ

フ
ェ
を
開
く
条
件
を
満
た
せ

ば
、
１
回
千
円
が
、
二
年
目
か

ら
は
二
千
円
が
交
付
さ
れ
る
。

「
地
域
の
人
た
ち
も
集
え
る
場

所
を
待
ち
望
ん
で
い
た
」
と
、

町
社
協
事
務
局
の
菅
野
英
子

さ
ん
は
話
す
。

住
民
が
輝
く
地
域
づ
く
り

い
ま
で
は
、
近
所
に
住
む
ひ

と
り
暮
ら
し
の
80
歳
以
上
の

女
性
２
人
が
、
シ
ル
バ
ー
カ
ー

を
押
し
て
「
し
ょ
う
わ
ば
し
」

に
来
る
こ
と
を
生
活
の
励
み

に
し
て
い
る
。
介
護
保
険
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
回
数

を
減
ら
し
て
、「
し
ょ
う
わ
ば

し
」
に
通
う
人
も
現
れ
、
着

実
に
成
果
が
出
て
い
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
に
向
け
、

町
社
協
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
２

人
配
置
す
る
と
と
も
に
、
町

か
ら
委
託
を
受
け
て
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
第
２

層
）
２
人
を
配
置
し
た
。
住
民

が
住
田
町
で
い
き
い
き
と
輝
く

地
域
づ
く
り
に
奔
走
す
る
。
小

おしゃべりに花が咲く！地域型カフェ第１号の「菜の花カフェ」

中心型カフェ「しょうわばし」で、夏休み中の世代間交流
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今
年
８
月
13
日
、
石
巻
市
新
蛇
田

地
区
に
建
つ
新
立
野
・
新
沼
田
市
営

復
興
住
宅
の
住
民
と
、
同
住
宅
周
辺

地
区
に
自
主
再
建
を
し
た
戸
建
て
住

宅
の
住
民
に
よ
り
、
初
め
て
の
盆
踊
り

大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

同
地
区
に
は
町
内
会
が
発
足
し
て
お

ら
ず
、
集
合
住
宅
で
は
各
棟
に
組
織

さ
れ
た
団
地
会
が
独
自
で
町
内
会
的

な
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
内
容
に
差

が
あ
る
た
め
、
各
棟
で
活
動
す
る
の
み

に
留
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
戸
建
て
住
宅

の
建
つ
地
区
に
は
住
民
組
織
が
な
く
、

地
区
全
体
で
の
活
動
や
交
流
が
で
き
て

い
な
か
っ
た
。
し
か
し
今
回
、
同
時
期

に
戸
建
て
の
住
民
と
集
合
住
宅
の
住
民

か
ら
「
盆
踊
り
大
会
を
や
り
た
い
」
と

い
う
声
が
上
が
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、

合
同
で
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
盆

踊
り
大
会
を
開
催
す
る
に
至
っ
た
。

同
地
区
で
の
盆
踊
り
大
会
は
初
め
て

の
試
み
で
あ
り
、
準
備
は
試
行
錯
誤
の

連
続
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
ん
な
な
か
、

同
住
宅
の
支
援
を
行
う
石
巻
じ
ち
れ
ん

（
本
紙
47
号
９
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

を
通
じ
、
河
北
新
報
社
か
ら
同
社
が

主
催
す
る
「
や
り
ま
し
ょ
う
盆
踊
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の一
環
と
し
て
、
盆
踊
り

大
会
開
催
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
申
し
出

が
あ
り
、
必
要
な
機
材
の
無
料
貸
し
出

し
や
人
的
支
援
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
が

開
催
に
向
け
て
大
き
な
追
い
風
と
な
っ

た
。盆

踊
り
大
会
当
日
、
会
場
と
な
っ
た

同
住
宅
内
１
号
公
園
は
多
く
の
住
民

で
に
ぎ
わ
っ
た
。
敷
地
内
に
は
各
自
治

会
役
員
を
中
心
と
し
た
住
民
に
よ
る

出
店
を
は
じ
め
、
同
会
に
協
賛
し
た
企

業
に
よ
る
出
店
ブ
ー
ス
や
地
元
消
防
署

に
よ
る
防
災
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
並

び
、
団
地
内
で
活
動
す
る
趣
味
の
サ
ー

ク
ル
が
民
謡
や
オ
カ
リ
ナ
を
披
露
す
る

な
ど
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
た
。

出
店
の
準
備
と
当
日
の
運
営
を
担

当
し
た
住
民
は
「
準
備
を
と
お
し
て
、

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
親
交
が
な
か
っ
た
人

と
話
す
こ
と
が
で
き
た
。
た
い
へ
ん
だ
っ

た
け
ど
、
い
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
う
」

と
達
成
感
に
満
ち
た
笑
顔
を
見
せ
た
。

午
後
６
時
の
盆
踊
り
開
始
時
刻
に

な
る
と「
大
漁
唄
い
込
み
」「
相
馬
盆
歌
」

「
炭
坑
節
」
な
ど
、
盆
踊
り
で
お
な

じ
み
の
曲
が
流
れ
、
会
場
中
央
に
設
置

さ
れ
た
や
ぐ
ら
を
囲
む
踊
り
の
輪
に
、

多
く
の
住
民
が
加
わ
っ
た
。
半
月
ほ
ど

前
か
ら
新
蛇
田
第
１
集
会
所
で
練
習

を
重
ね
て
き
た
住
民
が
手
本
に
な
り
、

思
い
思
い
に
踊
り
を
楽
し
ん
だ
。

同
住
宅
の
あ
る
新
蛇
田
地
区
は
、

近
く
「
の
ぞ
み
野
」
と
名
前
を
改
め
、

新
た
に
町
内
会
を
結
成
す
る
予
定
だ
。

同
大
会
実
行
委
員
会
の
委
員
長
で
あ

る
増
田
敬け
い

さ
ん
は
「
新
し
い
地
区
で
の

活
動
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
は

住
民
が
お
互
い
に
顔
見
知
り
に
な
る
こ

と
が
必
要
だ
と
思
う
。
こ
の
会
が
そ
の

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」
と
話
す
。

ゆ
る
や
か
に
広
が
る
踊
り
の
輪
の
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
も
同
地
区
に
交
流
の

輪
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

住民による出店を楽しむ来場者 歌声を披露する民謡サークル「みんなで歌おう会」のメンバー やぐらを囲む踊りの輪

東北の力をつくりだす人・団体を紹介します。

◎新蛇田地区（宮城県石巻市）

盆踊り大会がつなぐ
新しい地域の輪

31回目
市民リレー

今回は・・・

石巻市内で被災市街地復興土地
区画整備事業により整備された
新市街。新立野第一・第二、新
沼田第一・第二の各復興公営住
宅（22棟５３５世帯）と自立再建
をした戸建て住宅が建つ。近く

「のぞみ野」と名称が変更され、
新しい町内会が発足される予定。

新蛇田地区

DATA

吉



太極拳で育む
健康とつながり

太極拳の練習風景。天気の良い日は公園で陽気を浴びながら行
う。

仙
台
市
太
白
区
あ
す
と
長
町

の
第
２
復
興
公
営
住
宅
で
は
い

ま
、
太
極
拳
教
室
が
行
わ
れ
て

い
る
。
同
住
宅
住
民
で
中
国
出

身
の
靳ジ

ン

桂グ
ィ

琴チ
ン

さ
ん
（
55
）
が
教

え
る
、
本
場
仕
込
み
の
太
極
拳

教
室
は
好
評
を
博
し
て
い
る
。

靳ジ
ン

さ
ん
が
正
し
い
呼
吸
法
や
動

作
を
実
演
し
な
が
ら
、
そ
の
効

果
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
説
明
し
て
く

れ
る
の
だ
。
太
極
拳
に
は
、
血

行
が
良
く
な
る
、
足
腰
が
丈
夫

に
な
る
な
ど
の
健
康
増
進
作
用

が
あ
り
、
力
を
使
わ
ず
ゆ
っ
た

り
し
た
動
き
が
中
心
な
た
め
、

高
齢
の
参
加
者
も
気
軽
に
親
し

む
こ
と
が
で
き
る
。 

２
０
１
６
年
８
月
現
在
の
参

加
人
数
は
10
～
15
人
。
参
加
者

か
ら
は
、「
足
の
む
く
み
が
な
く

な
っ
た
」「
よ
く
眠
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
いっ
た
効
果
を
実
感

す
る
声
が
あ
が
って
い
る
。
加
え

て
、「
話
せ
る
友
だ
ち
が
増
え
た
」

「
集
会
所
に
来
や
す
く
な
っ
た
」

な
ど
の
声
も
。
太
極
拳
教
室
は

健
康
増
進
に
役
立
つ
だ
け
で
な

く
、
住
民
が
集
ま
る
き
っ
か
け

と
な
り
、
交
流
・
仲
間
づ
く
り

の
場
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

同
教
室
は
毎
週
土
曜
日
の
午
前

10
時
か
ら
午
前
11
時
ま
で
で
、

同
住
宅
1
階
の
集
会
所
や
、

あ
す
と
長
町
中
央
公
園
で
開
催

さ
れ
て
い
る
。

企
画
・
運
営
を
務
め
る
の
は
、

第
２
復
興
公
営
住
宅
の
自
治
組

織
「
住
民
の
会
」
の
健
康
福
祉

部
長
大お

お
ゆ
ま
さ
し

湯
正
志
さ
ん
（
62
）。

元
々
は
靳ジ

ン

さ
ん
が
健
康
の
た
め

一
人
で
太
極
拳
を
行
っ
て
い
た

が
、
そ
の
様
子
を
見
た
住
民
か

ら
「
太
極
拳
を
教
え
て
も
ら
え

な
い
か
」と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
大
湯
さ
ん
が
つ
な
ぎ
役

と
な
っ
て
、
同
会
で
太
極
拳
教

室
が
始
ま
っ
た
の
だ
。

住
民
の
会
で
は
、太
極
拳
教

室
以
外
に
、集
会
所
を
使
っ
た
映

画
上
映
会
や
、サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ

ル
テ
ニ
ス（
S
T
T
）に
よ
る
交

流
も
計
画
し
て
い
る
。S
T
T
と

は
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
向

け
の
卓
球
競
技
の
こ
と
で
、ア
イ

マ
ス
ク
を
つ
け
た
状
態
で
、音
が

鳴
る
特
殊
な
ボ
ー
ル
を
転
が
し

て
打
ち
合
う
。同
住
宅
に
視
覚

障
が
い
の
あ
る
住
民
が
い
る
こ
と

か
ら
、「
彼
ら
も
活
動
に
参
加
で

き
な
い
か
」と
話
し
合
う
な
か
で

S
T
T
の
設
置
企
画
が
生
ま
れ

た
と
い
う
。集
会
所
に
S
T
T

の
設
備
を
置
く
こ
と
で
、障
が
い

の
あ
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、ほ
か
の

住
民
も
新
感
覚
の
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

大
湯
さ
ん
と
靳ジ

ン

さ
ん
は
、「
い

ま
は
第
２
復
興
公
営
住
宅
の
住

民
だ
け
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、

ゆ
く
ゆ
く
は
第
１
、
第
３
復
興

公
営
住
宅
や
あ
す
と
長
町
地
区

の
住
民
の
方
と
も
一緒
に
、
太
極

拳
や
S
T
T
を
や
り
た
い
で
す

ね
」
と
口
を
そ
ろ
え
る
。
参
加

者
同
士
、
心
と
身
体
が
癒
さ
れ

る
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

豊
か
な
地
域
の
関
係
が
育
ま
れ

て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

あすと長町第 2 復興公営住宅
（宮城県仙台市太白区）

災
害
公
営
住
宅

ま
じ
わ
る
！

第 回17

「住民の会」健康福祉部長の大湯正志さんと
太極拳教室講師の靳

ジン
桂
グィ

琴
チン

さん

14階建ての1棟96戸。2015年４月に入居が始まり、今年８月時点で95
戸が入居済み。あすと長町地区には、ほかに第1、第3復興公営住宅がある。

20１６年4月設立の自治組織。代表は薄田栄一さん（63）。文化厚生、環
境衛生と緑化、防災・減災・防犯、健康福祉の4つの専門部を持ち、住民
運営の中核を担う多様な取り組みを行っている。フロア別交流会での呼びか
けや、戸別訪問を行ったことが功を奏し、加入率 100％を誇る。住民全員が
加入していることで、住宅内での取り決めの際に合意形成がしやすいという。

DATA

あすと長町第2 復興公営住宅（あすと長町第 2 市営住宅）

あすと長町第 2 市営住宅「住民の会」

私
た
ち
、
あ
す
と
長
町
第
２
復
興
公

営
住
宅
に
は
、
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
住

民
が
数
世
帯
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。そ
う
いっ

た
方
と
も
交
流
を
図
る
た
め
に
、S
T
T

の
設
置
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

ほ
か
の
住
民
が
S
T
T
の
体
験
に
よ
っ
て

障
が
いへ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
き
っ

か
け
や
、
高
齢
者
の
生
活
不
活
発
病
予

防
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、S
T
T
の
台
や
専
用
の
ラ
ケ
ッ
ト
、

ボ
ー
ル
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
探

し
て
い
ま
す
。私
ど
も
の
活
動
に
ご
理
解
、

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、「
住
民
の
会 

大
湯
」（
0
9
0-

4
5
5
6-

9
9
8
5
）

ま
で
、ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

何
卒
、ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス

　 

設
備
寄
付
の
お
願
い

田
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太平洋

山形県

福島県

岩手県秋田県

宮城県
仙台市
太白区



14月刊 地域支え合い情報　VOL.49　2016.9 14月刊 地域支え合い情報　VOL.46　2016.6 14

ご近所福祉クリエイション主宰　ご近所福祉クリエーター　酒井保

「支え合い」をつくる時代

14月刊 地域支え合い情報　VOL.47　2016.7

な
じ
み
が
増
え
る
の
は
い
い
こ
っ
た

宮
城
県
塩
釜
市
清
水
沢
地
区
の

公
営
住
宅
『
清
水
沢
東
住
宅
３
号

棟
』
で
行
わ
れ
て
い
る
「
ア
カ
シ

ア
・
カ
フ
ェ
」
と
い
う
“
集
い
場
”

を
訪
ね
た
。
住
宅
へ
転
居
し
た
人

た
ち
と
清
水
沢
地
区
の
住
民
と
の

交
流
を
目
的
と
し
て
始
ま
っ
た
「
ア

カ
シ
ア
・
カ
フ
ェ
」
は
、
地
区
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・
ア
カ

シ
ア
会
（
代
表
・
今
野
紀
美
子
さ
ん
）

の
皆
さ
ん
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い

る
。
会
場
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

暫
定
集
会
所
と
し
て
開
放
さ
れ
た

当
該
住
宅
の
一
室
で
、“
集
い
場
”

と
し
て
は
申
し
分
の
な
い
場
所
に

あ
っ
た
。
住
宅
が
開
所
さ
れ
た
の

は
、
今
年
６
月
。「
ア
カ
シ
ア
・
カ

フ
ェ
」
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た

の
は
、
同
月
下
旬
の
こ
と
。

私
が
そ
こ
を
訪
ね
た
の
は
、
８

月
末
の
こ
と
。
吹
き
出
す
汗
を
拭

い
な
が
ら
会
場
へ
お
邪
魔
す
る
と
、

ア
カ
シ
ア
会
の
皆
さ
ん
が
笑
顔
で

出
迎
え
て
く
れ
た
。
冷
た
い
麦
茶

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
し
ば
ら
く

談
笑
し
て
い
る
と
、
住
宅
へ
入
居

さ
れ
て
い
る
方
々
が
一
人
、
二
人

と
入
っ
て
来
ら
れ
、
会
場
は
瞬
く

間
に
「
満
員
御
礼
」
と
な
っ
た
。

小
さ
な
テ
ー
ブ
ル
を
大
き
く
囲
ん

で
の
こ
の
日
の
「
ア
カ
シ
ア
・
カ

フ
ェ
」
で
は
、
特
別
参
加
の
私
の

た
め
に
「
ま
ず
は
、
自
己
紹
介
を
」

と
い
う
次
第
に
よ
り
進
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

「
こ
こ
に
移
り
住
ん
で
、
し
ば
ら

く
は
不
安
で
さ
。
そ
ん
な
も
ん
だ

か
ら
、
こ
う
い
う
集
ま
り
が
あ
る

と
、
あ
り
が
た
い
ね
ぇ
。
な
じ
み

が
増
え
る
の
は
い
い
こ
っ
た
」
と

住
宅
で
ひ
と
り
暮
ら
し
を
し
て
い

る
O
さ
ん
は
し
み
じ
み
と
語
っ
た
。

「
そ
う
そ
う
、
み
ん
な
つ
れ
え
思
い

を
し
た
ん
だ
も
ん
な
。
こ
う
し
て
、

誰
か
と
話
を
し
て
い
る
と
安
心
す

る
も
ん
な
」「
私
な
ん
か
は
、
こ
ん

な
こ
と
で
も
な
け
り
ゃ
、
人
と
話

し
す
る
こ
と
な
ん
か
ね
え
か
ら
」

と
、
入
居
の
皆
さ
ん
は
次
々
と
言

葉
を
重
ね
た
。

コ
ン
ビ
ニ
よ
り
普
通
の
お
店
が
い
い

自
己
紹
介
の
あ
と
、
進
行
役
を
務

め
る
ア
カ
シ
ア
会
の
今
野
紀
美
子
さ

ん
は
、
参
加
の
皆
さ
ん
に
「
こ
の
地

域
で
の
暮
ら
し
に
慣
れ
ま
し
た
か
？

土
地
勘
も
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
か

ら
、
ま
だ
ま
だ
様
子
の
わ
か
ら
な
い

こ
と
っ
て
、
た
く
さ
ん
あ
る
ん
じ
ゃ

な
い
で
す
か
？
」
と
優
し
く
問
い
か

け
た
。
参
加
の
皆
さ
ん
は
、
ど
な
た

も
ご
高
齢
の
方
。
案
の
定
、
暮
ら
し

の
問
題
が
吐
露
さ
れ
た
。

「
こ
ん
な
き
れ
い
な
と
こ
ろ
に
住

ま
わ
せ
て
も
ら
っ
て
、
愚
痴
を
言
う

わ
け
じ
ゃ
な
い
け
ど
ね
。
お
店
が
近

い
と
あ
り
が
た
い
ね
え
」
と
一
人
が

言
っ
た
。
そ
れ
に
呼
応
し
て
、「
そ

う
そ
う
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ん
か
も
あ
る

け
ど
、
野
菜
や
肉
、
魚
は
、
や
っ
ぱ

り
普
通
の
お
店
で
な
い
と
ね
」
と
声

が
上
が
っ
た
。

「
こ
こ
は
買
い
も
の
に
出
か
け
る

の
も
高
齢
者
に
は
不
便
な
と
こ
ろ
。

坂
道
が
多
い
し
ね
。
車
が
あ
れ
ば
い

い
け
ど
、
今
日
み
た
い
に
暑
い
日
や

雨
の
日
は
、
特
に
た
い
へ
ん
だ
わ
よ

ね
」
と
今
野
さ
ん
は
、
自
分
の
せ
い

で
は
な
い
こ
と
な
の
に
、
申
し
訳
な

さ
そ
う
な
面
持
ち
で
皆
さ
ん
の
話
に

頷
い
て
い
た
。

愚
痴
を
聞
い
て
、
口
を
利
く

突
然
、
今
野
さ
ん
は
、「
そ
う

だ
！
」
と
何
か
ひ
ら
め
い
た
様
子

で
、「
知
り
合
い
の
八
百
屋
さ
ん
に

来
て
も
ら
う
よ
う
口
を
利
い
て
あ

げ
る
わ
！
」
と
話
を
続
け
た
。
移

動
販
売
を
行
っ
て
い
る
生
産
農
家

の
知
り
合
い
が
い
る
と
の
こ
と
で
、

そ
こ
に
交
渉
し
て
み
る
と
い
う
の

が
、今
野
さ
ん
の
ひ
ら
め
き
だ
っ
た
。

「
あ
ち
ら
も
商
売
だ
か
ら
ね
。
イ

ヤ
だ
と
は
言
わ
な
い
と
思
う
の
よ
。

固
定
の
曜
日
に
来
て
く
れ
る
よ
う

に
、私
が
口
を
利
い
て
み
る
か
ら
ね
」

「
そ
れ
が
来
て
く
れ
た
ら
助
か
る

わ
。
私
ら
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
こ

の
住
宅
の
高
齢
者
は
み
ん
な
助
か

る
。
こ
こ
に
来
て
い
な
い
人
に
は
、

私
ら
が
教
え
て
あ
げ
な
き
ゃ
ね
」

「
そ
う
そ
う
、
そ
う
や
っ
て
皆
さ

ん
の
口
か
ら
情
報
が
広
が
れ
ば
い

い
わ
よ
ね
」

暮
ら
し
の
情
報
を
住
民
同
士
が
伝

え
合
う
こ
と
で
、
み
ん
な
の
暮
ら
し

が
豊
か
に
な
っ
て
い
く
。「
伝
え
合

う
」
と
い
う
誰
に
で
も
で
き
る
支
え

合
い
活
動
が
こ
こ
に
生
ま
れ
た
。

後
日
、
今
野
さ
ん
に
、「
例
の

八
百
屋
さ
ん
の
話
は
、
ど
う
な
り
ま

し
た
？
」
と
訊
ね
て
み
た
。「
あ
の

八
百
屋
さ
ん
も
忙
し
い
み
た
い
で

“
何
曜
日
に
来
る
”
っ
て
い
う
の
は

約
束
で
き
な
い
っ
て
い
う
の
よ
。
だ

か
ら
、
時
間
が
あ
る
と
き
に
住
宅
に

暮
ら
し
て
い
る
高
齢
者
の
お
宅
へ
御

用
聞
き
に
寄
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
た
の
。
こ
れ
っ
て
、
安
否
確
認

に
も
つ
な
が
る
で
し
ょ
！
一
石
二
鳥

ね
」
と
今
野
さ
ん
。「
ア
カ
シ
ア
・

カ
フ
ェ
」
で
吐
露
さ
れ
た
「
愚
痴
（
高

齢
者
の
生
活
課
題
）」
が
、「
ア
カ
シ

ア
・
カ
フ
ェ
」
で
解
決
さ
れ
た
。

住
民
に
よ
る
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
…
…
。

こ
れ
を
制
度
で
は
、
な
か
な
か
で

き
な
い
話
で
あ
る
。

平成・向こう三軒両隣事情 ④

ご近所福祉クリエーター 酒井保（さかい・たもつ）

１９６１年 広島生まれ。知的障がい者施設、市町社会福祉
協議会、認知症グループホーム・小規模多機能型施設の
施設長職を経て、２０１４年８月に「ご近所福祉クリエイショ
ン」を創設（主宰）。ご近所福祉クリエーターという肩書き
のもと、広島と仙台を拠点として、全国各地を講演行脚中。

２０１６年度より、宮城県塩釜市をはじめ岩
手県・宮城県・福島県で地域支え合い活
動の立ち上げ等にかかる諸事業に参画。 
イラストレーター。
主な著書に、『「見守り活動」から「見守られ活
動」へ』（CLC発行）、『生活支援コーディネー
ターと協議体』（共同執筆,CLC 発行）。

● Profile
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宮城県サポートセンター支援事務所 
  　　　　アドバイザー　浜上 章

震災から５年半の仮設住宅入居者
のこと、支援員さんのこと

ひとりごと

宮城県サポートセンター支援事務所
〒 980-0014 宮城県仙台市青葉区本町 3-7-4 宮城県社会福祉会館 3 階 　TEL 022-217-1617　 FAX 022-217-1601

サ ポ ー タ ー の あ な た へ

宮城県サポートセンター支援事務所　所長　鈴木守幸

 サポートセンター行脚

“復興”という終わりを目指して始まった東日本での支援。
大震災から５年半が経過して仮設住宅で暮らす人は今年８月
現在、宮城県で 17,700 人、ピーク時の約３分の１にまで減少
しています。多くの方が、自主再建や集団移転地、災害公
営住宅等への転居が進み、仮設住宅は閉鎖や統合も行わ
れつつあります。ときに訪れる仮設住宅は、入居者もまばらで
かつての暮らしの息づかいは薄れ、淋しさが漂います。自主
再建を待つ人、申し込みしている災害公営住宅の完成を待
つ人、なかには移転先がいまだに決まらない人もおられるので
しょうか？自治会もなくなり、また単独でのサロン開催もできなく
なっているところもあるのではないでしょうか？人影の少なくなっ
た仮設住宅での暮らしは、取り残され感も募り、淋しさと不安
はいくばかりかと思います。

仮設住宅入居者を支援している支援員の皆さんのお気持ち
はいかがでしょうか？お元気でしょうか？取り残され感を抱いて孤
立しがちな人への支援に、そして移転先が決まらない人への
支援に心を砕かれていることと思います。最近の報道で取り
上げられるのは、災害公営住宅や集団移転地のことが多く、
仮設住宅のことは話題から薄れていっています。どうしても、
多くの被災者が暮らすところに、先のところに皆の関心が行き
がちです。移転先での生活はもちろんたいせつですが、一番
難しいのは最後のところ、しんがりのところです。

移転先が決まっていてその日を待つばかりの人は、もう少し
ですね。行き先がいまだに決まっていない方のことが気になり
ます。いろいろな背景と思いをもって決められない、決まらな
い…。支援員さんのご苦労を想像します。相談したり、思い
を分かち合える人はいますか？この時期こそ、支援者仲間の支
えや行政・専門機関のバックアップと力合わせが重要です。

支援員の皆さん、気持ちがしぼみそうになることもあると思
いますが、どうか最後まで心を込めて寄り添って、被災者の望
む暮らしの実現のためにご尽力くださることを願っています。
きっといまも、多くの人が時空を超えて温かいエールを送り続
けています。

当支援事務所では、多様な生活課題や地域の課題等
の解決に向け、被災者の生活に寄り添う被災地のサポート
センター等の支援者の皆さんを支えるために、法律・福祉等
の専門職をいろいろな形で派遣してきました。

基本姿勢は、サポセンのスタッフを各専門職がバックアップ
し、サポセン機能を支えることです。その活動内容は、アウ
トリーチ（積極的に働きかけて支援を届けること）を軸に、
総合相談支援の一翼を担うこと、地域ケア会議等の協議の
場への参加、そしてスタッフへの研修の開催等と多岐にわた
ります。

弁護士の被災者支援チームによる活動「サポ弁」に対し
ては、こんな問い合わせが実に多い。本当に仮設住宅まで
来てくれますか？　謝金は本当に必要ないのですか？偉い先
生をどのように活用できますか？…日頃、市民の皆さんは弁
護士の存在を意識することがないのが当たり前なのだと気づ
きました。いきなり弁護士へのアクセスは敷居が高い。この
ことを意識していませんでした。面倒くさく思わない（？）サ
ポ弁の弁護士たちは、「どこにでも行く」「どんな相談でも構
わない」「スタッフの皆さんのアセスメントを活かす支援の一
助になればよい」と応じています。こんな謙虚な弁護士は
初めて（？！）。福祉のワーカーより謙虚デスヨ。

弁護士のもつ専門性は、被災者の生活再建にとって欠
かせません。トラブルや深刻な課題を抱える人だけの存在で
はなく、塩漬け状態の課題に向き合えない事情の方を含め
て、真摯に相談にのるサポ弁は、専門職のありようを教えて
くれます。

サポセンの皆さんのアセスメント力を高く評価しているサポ
弁のメンバー。災害公営住宅転居期を迎えたいま、福祉の専
門職は地域の支え合いを支える役割を見据えて、動き方をサ
ポ弁に学びましょう。活動範囲を限定する「組織内ワーカー」

「制度内ワーカー」を克服・脱して、地域での支え合いをサポー
トする役割に謙虚に励んでいただきたい。ワーカーの矜持を
示してください（古くさい親爺の遺言と想ってください）。

地域支え合いと専門職

  

災害公営住宅への転居期研修Ⅰ
仮設住宅編

ステップアップ研修

【気仙沼会場】9月26 日（月）　気仙沼保健福祉事務所
【石巻会場】　 9月27 日（火 )　石巻市河北総合センター（ビッグバン）
講師：永坂 美晴（明石市望海在宅介護支援センター センター長）

【仙台会場①】10月11日(火)　宮城県本町第３分庁舎
講師：永坂 美晴（明石市望海在宅介護支援センター センター長）

平成28年度 宮城県被災者支援従事者研修事業

宮城県サポートセンター支援事務所からのお知らせ

分野別研修Ⅱ
障がいのある人と家族への支援の形

【気仙沼会場】10月4日（火）　気仙沼保健福祉事務所
【仙台会場】　 10月5日（水）　戦災復興記念館
講師：大友 愛美（特定非営利活動法人ノーマライゼーションサポートセンターこころリンク東川 副理事長）
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編 集 後 記
今回の自主防災特集で福住町町内会にお邪魔したのは、ちょうど宮城県に台風が接近している
頃でした。豪雨などで移動するにもたいへんな天候でしたが、取材中はとても心強く感じると
ともに、災害に強い町内会づくりのお話に夢中になっていました。（清野）

あ な た の 活 動 ・ 地 域 の 活 動 情 報 を お 寄 せ く だ さ い !

TEL 022-727-8730　FAX 022-727-8737
E-mail joho@clc- japan.com

月刊「地域支え合い情報」は、コミュニティ（地域づくり）から
震災・復興を考え、提案していくために生まれた情報紙です。
ぜひ忌憚のないご意見・ご感想を FAXまたはメールにて編集
部までお聞かせください。

読 者 の 声

地域でのつながりづくり、というと難しく考えがちですが、47号の特集を読んでラ

ジオ体操もきっかけになることに感心しました。誰でも気軽にできるラジオ体操なら、

自分の住む地域でもすぐ取り組むことができそうです。さっそく仲間を募って始めて

みたいと思います。（仙台市青葉区Ｓ・Ｙさん）☆次号予告 特集「共生のまちづくり」お知らせ

平成28年度 宮城県生活支援コーディネーター養成研修

平成28 年度 岩手県高齢者等サポート拠点職員等研修事業

＜仮設住宅等からの移行期における対応　災害公営住宅編＞
【陸前高田会場】9月28日（水）　陸前高田市コミュニティホール

＜分野別研修　障がいのある人への理解と支援＞
【盛岡会場】10月17日（月）　岩手県自治会館
【釜石会場】10月18日（火）　岩手県水産技術センター

＜初級研修＞
＜応用研修5　有償サービスの立ち上げと運営の方法＞

＜応用研修1　地域支え合い活動の発見の仕方・広げ方 ～かくれた資源を見つけ出せ～＞

【石巻会場】10月6日（木）　石巻市河北総合センター（ビッグバン）

【仙台会場①】10月13日（木）　エル・パーク仙台

【仙台会場】10月20日（木）　エスポールみやぎ

暮らしを支える支援員

東松島市社会福祉協議会・生活復興支援センター
（宮城県東松島市）

住民の暮らしの変化に
対応した新しい支援 太平洋

山形県

宮城県
東松島市

東松島市社会福祉協議会では、同市より委託を受け事業運営
を行う被災者サポート体制を2016 年度から大幅に変更した。同市
では仮設住宅から災害公営住宅や防災集団移転地などへの転居
が進んでいる。住民の暮らしの場の変化にともない、支援の場も
仮設住宅から地域全体へと広がりつつあることが今回の体制変更
の大きな要因だ。一番大きな変更点は、３か所の大規模仮設住
宅に置かれていた地域サポートセンターが、同市中央被災者サポー
トセンターに集約された点だ。

支援員は中央被災者サポートセンターから市内各地域へと派遣さ
れる形で活動範囲を広げて支援を行う。市内の各日常生活圏域
に 1 人ずつ置かれた、合計 3 人のコミュニティソーシャルワーカー
が、災害公営住宅や集団移転地の受け入れ先自治会との調整を
行い、仮設住宅からの転居者がスムーズに地域になじむことができ
るように気を配る。

一方で、仮設住宅からの転居が進み住民の数が少なくなっても
変わらず暮らしていけるよう、中央被災者サポートセンターに置かれ
た交流会支援・居場所づくりの専任スタッフが、担い手が少なくなっ
てしまった仮設自治会の活動をサポートするなど、仮設に住む住民
への支援も継続している。また、各地域サポートセンターに各 2 人
の支援員が交代で駐在を続けることにより、規模を小さくしながらも
引き続き住民に近い場所で支援をしていく。

また、生活援助員（LSA）の役割にも大きな変化があった。新

しい体制ではこれまで訪問支援員が担当していた戸別訪問を
LSA 自身が担う。住民と顔の見える関係をつくることで信頼関係
を築き、より綿密に住民の状況を把握することがねらいだ。仮設
住宅は週に１回、災害公営住宅とみなし仮設は月に２回、それぞ
れ全戸に訪問活動を行っている。LSAが戸別訪問の際に少しで
も異変を感じれば、随時関係各機関の担当者を集め今後の対応
について相談することができる。同市では1か月に1 回「地域福
祉連絡会議」を開催しているほか、定期的に事例検討会なども行っ
ており、各々の立場や目線の違いを理解しながら協働できる関係づ
くりに力を入れている。同市社会福祉協議会事務局次長の千葉
貴弘さんは「震災からの 5 年間、１つの方向に向かってみんなで
がんばってきたことが私たちの財産。
これからもつながりをたいせつにした
支援をしていきたい」と話す。

住民のニーズにあわせて体制を変
えながら、関係各機関と手を携えて
前進する、東松島市社会福祉協議
会の今後の取り組みに注目したい。

東松島市社会福祉協議会
〒981-0503 宮城県東松島市矢本字大溜9-1（東松島市コミュニティパーク内）
TEL 0225-83-5001  FAX 0225-82-9813
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平成 28 年度東松島市被災者サポート体制イメージ図
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東松島市社会福祉協議会・生活
復興支援センターのみなさん

この 10月で「月刊地域支え合い情報」は発行第 50号を迎えま
す。これまでご支援、ご協力いただいた皆さまへの感謝を込めて、
「地域支え合いサロン」を企画しました。読者の皆様と交流を深
めたいと考えています。出入り自由のおしゃべり会に、気軽に
ご参加ください。

●対象：どなたでも
●日時：2016年11月5日(土)10:30～12:00( 途中入退出自由)
●場所：せんだいメディアテーク 1F「クレプスキュールカフェ」
●参加費：無料（別途飲食代がかかります）
→詳しくは http://www.clc-japan.com/ をご覧ください。

「地域支え合いサロン」開催のお知らせ

「地域支え合い情報」
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